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いた。また、医療の専門家や外国人 ( 患者 ) 当事者の話が聞
きたいという希望も多く、医療通訳に関わる様々な関係者
の、相互理解を深めて行く必要性が示唆された。
　第 2 回は同じ会場にて、平成 31 年 1 月 29 日（火）10
時～ 12 時に開催し、20 名の参加を得た。アンケート結果
も踏まえ、「地域における在住外国人の健康問題」および「派
遣型医療通訳者の現状と課題」という２つのテーマを挙げ、
話題提供として参加者 2 名に各 15 分のプレゼン発表を行っ
ていただき、その後各テーマについて全体でディスカッショ
ンを行った。
　第 1 回・第 2 回ともに参加者の約半数が稼働経験のある
派遣型医療通訳者であり、その他に医療機関にて医療通訳
や国際業務に関わる方々の参加もあった。また、本学医療
分野ポルトガル語スペイン語講座修了生で医療従事者でも
ある方々の参加もあり、視点に広がりのある非常にあたた
かな場になっている。医療機関に勤務する方々から週末に
も開催して欲しいという声も受け、第 3 回（2/24）および
第 4 回（3/24）は日曜日に開催予定である。リピート参加
者もある一方、毎回新たな参加者も迎えており、今後の広
がりも期待される。参加者とともに試行錯誤しながら場を
育て、この地域の医療通訳の充実に貢献できるよう、今後
も定期的に開催していく予定である。
